
平成３０年度 土木部 下水道担当部長の目標宣言 

 

部長メッセージ            土木部 下水道担当部長  石塚 俊彦 

「快適で暮らしやすいまちづくり」、「災害に強い安全なまちづくり」を目指し、公衆衛生の向上・公共用水域の

水環境の保全を進めるとともに、下水道施設の耐震化や、台風ならびに異常気象による浸水等の被害の軽減

対策に積極的に取り組みます。 

これら事業を継続的に推進するために、「下水道経営健全化計画」に基づく財務基盤の向上を図ります。 

 

部の主な役割 部を構成する課等 

下水道事業特別会計の財務(予算、決算、計画) 

公共下水道、河川及び水路の整備・改築・維持管理 

終末処理場及びポンプ場の建設・改築・維持管理 

 

下水道業務課 

下水道整備課 

 下水道施設担当 

 

 

 

部の取組方針 

１ 

【下水道経営健全化計画を推進いたします】 

歳入・歳出の両面における経営の効率化・健全化を図り、持続可能な経営を進めます。 

２ 

【未整備地区の整備の推進を図ります】 

平成３７年度の市街化区域内における公共下水道整備の概成を目指して、未整備地区の面整備を推進 

します。 

３ 

【浸水地区の改善を図ります】 

浸水被害が発生している地区の浸水対策を推進します。 

４ 

【下水道施設の長寿命化対策を推進いたします】 

長寿命化計画に基づき、老朽化した終末処理場の水処理施設や管理棟施設及び中継ポンプ場の改築を 

推進します。 

 

 

 

 

 



具体的な取組と達成目標 

N0. 
取 組 名 

（担当課名） 
取 組 内 容  達 成 目 標  

1 

下水道経営健全化

計画の推進 

 

（下水道業務課） 

・平成 31 年 4 月の企業会計移行に向け

て準備を進めます。 

・適正な歳入の確保を図ります。 

・公営企業会計システムの構築を図りま

す。 

・下水道使用料の減免措置の見直しを

実施いたします。 

2 

未整備地区の整備

の推進 

 

（下水道整備課） 

・市街化区域の公共下水道管渠整備を

進め、市街化区域での公衆衛生の向上を

図ります。 

・下糟屋、田中、伊勢原地区 28.33ha

の公共下水道整備を実施いたします。 

・東部第２土地区画整理に伴う、公共下

水道管渠整備を完了させます。 

 

3 

浸水地区の改善 

 

（下水道整備課） 

・浸水被害が発生している矢羽根川流域

地区、白根地区の浸水対策を推進しま

す。 

・その他の浸水被害箇所についても状況

調査を実施し、対応策の検討を進めま

す。 

・矢羽根排水路調整池の整備工事を実

施いたします。 

・白根地区浸水軽減対策工事を実施い

たします 

・板戸川浸水軽減対策の基本設計を実

施いたします。 

4 

下水道施設の長寿

命化対策 

 

（下水道整備課 

下水道施設担当） 

・老朽化した設備の適正な改築・更新を

実施し、設備の故障等による汚水処理能

力の喪失を防ぎ、安心・安全な汚水処理

の継続を図ります。 

・ストックマネジメント計画を策定し、平成

３１年度から５か年の改築・更新計画を

策定いたします。 

 

 


